
　　　　　　～九州 ・ 長崎特定複合観光施設区域整備計画
　　　　　　　　　　　　　　　　の認定申請に係る同意の件等を可決～
　４月臨時会は、４月14日から15日までの２日間の日程で開催し、条例１件、
その他の議案１件を可決、 報告２件を承認しました。

～令和４年度一般会計補正予算 （第２号） 等を可決～
　５月臨時会は、 ５月30日に開催し、 令和４年度補正予算１件、 条例１件、
議会関係議案２件を可決、 報告１件を承認しました。

～令和４年度一般会計補正予算 （第４号） 等を可決～
　６月定例会は、６月14日から６月30日までの17日間の日程で開催しました。
　20日には先議案件として、 令和４年度補正予算１件を可決しました。
　20日、 21日、 22日は一般質問 （３日間 ・ 15名） を行いました。
　23日、 24日、 27日には各常任委員会を開催し、 付託された議案につ
いて審査を行いました。
　30日には、 令和４年度補正予算４件、 条例４件、 その他の議案６件、
意見書案１件を可決、 報告１件を承認、 ３月定例会で継続審査としてい
た請願１件を採択、 人事案件２件に同意しました。
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４月臨時会、５月臨時会及び６月定例会の
議決結果は次のとおりです。

全員が賛成した議案

議決結果
（２）令和４年８月１日 させぼ市議会だより

議案名

条　　例
※１

報　　告
※１

福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

令和３年度一般会計補正予算（第23号）
市長専決処分報告

国民健康保険条例の一部を改正する条例に
係る市長専決処分報告

４月臨時会

議案名

令和４年度
補正予算

※４

令和４年度
補正予算

（先議案件）
※３※４

条　　例
※４

一　　般
※４

手数料条例の一部改正

市税条例の一部改正

後期高齢者医療事業特別会計（第１号）

介護保険事業特別会計（第１号）

国民健康保険事業特別会計（第１号）

一般会計（第４号）

一般会計（第３号）

過疎地域等における固定資産税の課税免除
及び不均一課税に関する条例の一部改正

工事請負契約締結（新田住宅５番館建替
（建築）工事）

幼保連携型認定こども園の学級の編制、職
員、設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正

議案名

一　　般
※４

報　　告
※４

人　　事
※４

意 見 書
※４

市有財産取得（連続帳票高速プリンタ）

市道の認定（認定６路線）

農業委員会委員任命

固定資産評価審査委員会委員選任

令和４年度水道事業会計補正予算（第１号）
市長専決処分報告

事業契約（変更契約）締結（中央公園整備
及び管理運営事業）

地方独立行政法人佐世保市総合医療センター
定款の一部変更

工事請負契約（変更契約）締結（俵ヶ浦地
区港湾施設整備工事）

国民の祝日「海の日」の７月20日への固定
化を求める意見書

６月定例会

議案名

条　　例
※２

令和４年度
補正予算

※２

報　　告
※２

一般会計（第２号）

職員の給与に関する条例等の一部を改正す
る条例制定

工事請負契約（変更契約）締結に係る市長
専決処分報告（前畑崎辺道路道路改良（第
１トンネル）工事）

議案名

議会関係
※２ 市議会の権限に属するものを市長の専決処

分とする事項指定

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得
又は処分に関する条例の一部改正

５月臨時会



４月臨時会、５月臨時会及び６月定例会の
議決結果は次のとおりです。

全員が賛成した議案

議決結果
（２）令和４年８月１日 させぼ市議会だより

議案名

条　　例
※１

報　　告
※１

福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

令和３年度一般会計補正予算（第23号）
市長専決処分報告

国民健康保険条例の一部を改正する条例に
係る市長専決処分報告

４月臨時会

議案名

令和４年度
補正予算

※４

令和４年度
補正予算

（先議案件）
※３※４

条　　例
※４

一　　般
※４

手数料条例の一部改正

市税条例の一部改正

後期高齢者医療事業特別会計（第１号）

介護保険事業特別会計（第１号）

国民健康保険事業特別会計（第１号）

一般会計（第４号）

一般会計（第３号）

過疎地域等における固定資産税の課税免除
及び不均一課税に関する条例の一部改正

工事請負契約締結（新田住宅５番館建替
（建築）工事）

幼保連携型認定こども園の学級の編制、職
員、設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正

議案名

一　　般
※４

報　　告
※４

人　　事
※４

意 見 書
※４

市有財産取得（連続帳票高速プリンタ）

市道の認定（認定６路線）

農業委員会委員任命

固定資産評価審査委員会委員選任

令和４年度水道事業会計補正予算（第１号）
市長専決処分報告

事業契約（変更契約）締結（中央公園整備
及び管理運営事業）

地方独立行政法人佐世保市総合医療センター
定款の一部変更

工事請負契約（変更契約）締結（俵ヶ浦地
区港湾施設整備工事）

国民の祝日「海の日」の７月20日への固定
化を求める意見書

６月定例会

議案名

条　　例
※２

令和４年度
補正予算

※２

報　　告
※２

一般会計（第２号）

職員の給与に関する条例等の一部を改正す
る条例制定

工事請負契約（変更契約）締結に係る市長
専決処分報告（前畑崎辺道路道路改良（第
１トンネル）工事）

議案名

議会関係
※２ 市議会の権限に属するものを市長の専決処

分とする事項指定

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得
又は処分に関する条例の一部改正

５月臨時会

○：賛成、×：反対

賛否が分かれた議案

令和４年８月１日（３）させぼ市議会だより

お願いして　実現しよう　石木ダム

４月臨時会

［会派名］自民＝自民党市民会議、市民＝市民クラブ、公明＝公明党、共産＝日本共産党、歩み＝歩みの会、市政＝市政会、葉風＝葉風会
　※１：湊浩二郎議員は４月臨時会を欠席したため、４月臨時会の全ての採決に加わっていません。
　※２：湊浩二郎議員、宮島武雄議員、小田徳顕議員は、５月臨時会を欠席したため、５月臨時会の全ての採決に加わっていません。
　※３：崎山信幸議員は６月14日から21日まで欠席したため、６月20日の採決に加わっていません。
　※４：湊浩二郎議員、小田徳顕議員は、６月定例会を欠席したため、６月定例会の全ての採決に加わっていません。
　※５：田中稔議長は採決に加わりません。
［参　考］今回議決した議案（議会関係、意見書及び請願以外）は、市長により提案がなされたものです。

自民 市民 公明 共産 歩み 市政 葉風
松尾　裕幸
田山　藤丸
鶴　　大地
⻆田隆一郎
橋之口裕太
北野　正徳
永安　健次
※１湊　浩二郎

山口　裕二
崎山　信幸
林　　健二
大村　哲史
草津俊比古
長野　孝道
市岡　博道
※５田中　稔

柴山　賢一
松尾　俊哉
久野　秀敏
永田　秀人
小野原　茂
古家　  勉
山下　隆良

森田　　浩
宮島　武雄
佐藤　文子
大塚　克史

小田　徳顕 宮田　京子 山下　廣大 久保　葉人

○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

議決
結果

議案名

会派名及び所属議員名

一　般
※１

九州・長崎特定複合観光施設区域整

備計画の認定申請に係る同意

○：賛成、×：反対６月定例会

自民 市民 公明 共産 歩み 市政 葉風
松尾　裕幸
田山　藤丸
鶴　　大地
⻆田隆一郎
橋之口裕太
北野　正徳
永安　健次
※４湊　浩二郎

山口　裕二
崎山　信幸
林　　健二
大村　哲史
草津俊比古
長野　孝道
市岡　博道
※５田中　稔

柴山　賢一
松尾　俊哉
久野　秀敏
永田　秀人
小野原　茂
古家　  勉
山下　隆良

森田　　浩
宮島　武雄
佐藤　文子
大塚　克史

※４小田　徳顕 宮田　京子 山下　廣大 久保　葉人

○ × ○ － ○ ○ ○ 採択

議決
結果

議案名

会派名及び所属議員名

請　願
（継続審査事件）

※４

子どものために「新型コロナ関連
に伴う全ての差別、誹謗中傷を防
ぐ施策」の推進及び、「マスクの
強制や同調圧力の無い、真に子ど
もの健康や明るい未来を考える施
策」の推進にかかる請願

　【民生費】国民健康保険事業特別会計繰出金など1,851万円の増額
　【衛生費】予防接種事業費など591万円の増額
　【農林水産業費】農業生産資材価格高騰対策事業費など１億6,860万円の増額
　【商工費】電子地域通貨・させぼe振興券発行事業費など８億9,431万円の増額
　【土木費】道路施設更新事業費など１億5,178万円の増額
　【港湾費】港湾施設改良費統合補助事業費1,980万円の増額
　【教育費】小・中学校教育活動推進事業費90万円の増額

　（補正後の一般会計予算額1,229億9,016万円）

≪補正の主な内容≫

補正額 12億5,981万円の増額

令和４年度一般会計補正予算（第４号）

九州・長崎特定複合観光施設区域整備計画の認定申請に係る同意

長崎県が設置運営事業予定者と共同して九州・長崎特定複合観光施設区域整備計画を作成し国土交通大臣へ認定を

申請することに同意するものです。

≪補正の主な内容≫
　【民生費】低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金３億9,947万円の増額

　（補正後の一般会計予算額1,217億2,857万円）
補正額 ３億9,947万円の増額

令和４年度一般会計補正予算（第２号）

４月臨時会、５月臨時会及び６月定例会で議決された主な議案の概要は、

次のとおりです。

４月臨時会

５月臨時会

６月定例会



６月定例会中に常任委員会（総務委員会、都市整備委員会、文教厚生委員会、企業経済

委員会）が審査した議案の一部及び４月臨時会中に特別委員会（特定複合観光施設（ＩＲ）

推進特別委員会）が審査した議案について、主な審査の概要をお知らせします。

議案名：令和４年度佐世保市一般会計補正予算（第４号）

委員会では全会一致で可決

所属委員：◎橋之口裕太、○田山藤丸、

松尾俊哉、久保葉人、佐藤文子、

永田秀人、松尾裕幸

総務

［内容］デジタル田園都市国家構想推進交付金4,112万円の交付決定により、ＤＸ推進事業費などの

財源に組替えを行い、あわせて、コミュニティセンター管理運営事業費に係る地方債の限度額

4,660万円を廃止するもの。

委員会（質疑）

・デジタル田園都市国家構想推進交付金については、国から対象となるシステムなど、詳細な指定が

あっているのですか。

市（答弁）

・国からは、システムなどについて詳細な指定はされていないため、本市の判断で交付金を充当する

事業を決定することができます。本市は、デジタル田園都市国家構想推進交付金制度要綱の交付対

象事業として示された取組の中の、「他の地域等で既に確立されている優良モデル・サービスを活

用した実装の取組」に該当する事業として、コミュニティセンターへのＷｉ-Ｆｉの導入や、キャッ

シュレス化の推進に係る事業などを申請し、国から交付決定を受けています。

デジタル田園都市国家構想推進交付金を
ＤＸ推進事業費などの財源として組替え
デジタル田園都市国家構想推進交付金を
ＤＸ推進事業費などの財源として組替え

議案名：令和４年度佐世保市一般会計補正予算（第４号）

委員会では全会一致で可決

所属委員：◎大塚克史、○鶴大地、

宮田京子、山口裕二、小野原茂、

草津俊比古、長野孝道、山下隆良

都市
整備

［内容］安全・安心な道路環境整備の進捗を図るため、福石天神町線及び尼潟循環線の市道２路線

に対する舗装工事費として、１億1,140万円を計上するもの。

委員会（質疑）

・今回、舗装工事の対象路線が福石天神町線及び尼潟循環線となっていますが、これら２路線が選定

された理由は何ですか。

市（答弁）

・福石天神町線については、道路ストックの総点検によって路面の性状を数値化した維持管理指数が

悪いとされる道路の割合が最も高かったため、これを工事実施の優先順位の指標として、本路線を

選定しました。また、尼潟循環線については、維持管理指数が悪いとされる道路の割合は低いもの

の、その距離は長く、大型車の交通量が比較的多かったため、本路線を選定しました。大型車の交

通量が多い路線ほど舗装の損傷が早いといった調査結果もあることから、これを優先順位の指標と

しています。

道路施設更新事業費を計上道路施設更新事業費を計上

させぼ市議会だより（４）令和４年８月１日



６月定例会中に常任委員会（総務委員会、都市整備委員会、文教厚生委員会、企業経済

委員会）が審査した議案の一部及び４月臨時会中に特別委員会（特定複合観光施設（ＩＲ）

推進特別委員会）が審査した議案について、主な審査の概要をお知らせします。

議案名：令和４年度佐世保市一般会計補正予算（第４号）

委員会では全会一致で可決

所属委員：◎橋之口裕太、○田山藤丸、

松尾俊哉、久保葉人、佐藤文子、

永田秀人、松尾裕幸

総務

［内容］デジタル田園都市国家構想推進交付金4,112万円の交付決定により、ＤＸ推進事業費などの

財源に組替えを行い、あわせて、コミュニティセンター管理運営事業費に係る地方債の限度額

4,660万円を廃止するもの。

委員会（質疑）

・デジタル田園都市国家構想推進交付金については、国から対象となるシステムなど、詳細な指定が

あっているのですか。

市（答弁）

・国からは、システムなどについて詳細な指定はされていないため、本市の判断で交付金を充当する

事業を決定することができます。本市は、デジタル田園都市国家構想推進交付金制度要綱の交付対

象事業として示された取組の中の、「他の地域等で既に確立されている優良モデル・サービスを活

用した実装の取組」に該当する事業として、コミュニティセンターへのＷｉ-Ｆｉの導入や、キャッ

シュレス化の推進に係る事業などを申請し、国から交付決定を受けています。

デジタル田園都市国家構想推進交付金を
ＤＸ推進事業費などの財源として組替え
デジタル田園都市国家構想推進交付金を
ＤＸ推進事業費などの財源として組替え

議案名：令和４年度佐世保市一般会計補正予算（第４号）

委員会では全会一致で可決

所属委員：◎大塚克史、○鶴大地、

宮田京子、山口裕二、小野原茂、

草津俊比古、長野孝道、山下隆良

都市
整備

［内容］安全・安心な道路環境整備の進捗を図るため、福石天神町線及び尼潟循環線の市道２路線

に対する舗装工事費として、１億1,140万円を計上するもの。

委員会（質疑）

・今回、舗装工事の対象路線が福石天神町線及び尼潟循環線となっていますが、これら２路線が選定

された理由は何ですか。

市（答弁）

・福石天神町線については、道路ストックの総点検によって路面の性状を数値化した維持管理指数が

悪いとされる道路の割合が最も高かったため、これを工事実施の優先順位の指標として、本路線を

選定しました。また、尼潟循環線については、維持管理指数が悪いとされる道路の割合は低いもの

の、その距離は長く、大型車の交通量が比較的多かったため、本路線を選定しました。大型車の交

通量が多い路線ほど舗装の損傷が早いといった調査結果もあることから、これを優先順位の指標と

しています。

道路施設更新事業費を計上道路施設更新事業費を計上

させぼ市議会だより（４）令和４年８月１日

※　所属委員の◎は委員長、○は副委員長　

させぼ市議会だより

議案名：令和４年度佐世保市一般会計補正予算（第４号）

委員会では全会一致で可決

所属委員：◎林健二、○宮島武雄、

山下廣大、崎山信幸、柴山賢一、

大村哲史、市岡博道

小田徳顕（欠席）

文教
厚生

［内容］長崎県教育委員会から「長崎県「学びの活性化」プロジェクト実践モデル校事業」の委託を受

け、実践モデル校として指定した江上小学校・宮中学校において行う研究事業に係る経費とし

て、90万円の予算を計上するもの。

委員会（質疑）

・実践モデル校は小・中学校それぞれ１校のみとなっていますが、選定はどのように行っているので

すか。

市（答弁）

・毎年度、市立小中学校から研究指定校を指定し、授業改善や学校力向上等に取り組む実践研究を実

施しています。今回の実践モデル校は、研究指定校の指定を長期間受けていない学校を選び出した

上で、研究事業の内容を踏まえた学校の組織力等を考慮し、決定しています。

小・中学校教育活動推進事業費を計上小・中学校教育活動推進事業費を計上

議案名：令和４年度佐世保市一般会計補正予算（第４号）

委員会では全会一致で可決

所属委員：◎久野秀敏、○⻆田隆一郎、

北野正徳、永安健次、森田浩、古家勉

湊浩二郎（欠席）

企業
経済

［内容］コロナの影響に加えて、原油価格・物価高騰の影響を受ける市民及び事業者を支援する緊急

経済対策として、20％のプレミアム付商品券を電子券・紙券併用で発行する経費として８億

6,755万円の予算を計上するもの。

委員会（質疑）

・今回の「させぼ℮振興券」発行事業では、これまで実施してきた振興券事業の反省点や改善点が生か

されているのですか。

市（答弁）

・これまでの紙形式のみの振興券では、購入時に販売所に並ぶことや、まとめ買いにより販売所の商

品券に不足が生じるなど、利用者側には購入時の負担があり、事業者側にも商品券の集計や換金す

る作業に多大な手間がかかるといった課題がありました。振興券を電子化することで、接触機会の

低減や利用者・店舗の利便性向上が図られることに加え、利用状況の情報がデータ化されるため、

そのデータを収集分析して、新たな経済活性化の政策に生かしていくことができます。

電子地域通貨・させぼｅ振興券の
発行事業費を計上

電子地域通貨・させぼｅ振興券の
発行事業費を計上

・商品券の発行、運用に当たっては、混乱を来すことがないよう十分な準備と確認を

行い、利用促進につながるよう周知に努めること。

・広く市民に行き渡るように工夫し、利用範囲が一部の市民に限られることがないよ

う、留意すること。

・今後の地域活性化や商工業の振興に生かせるシステム開発に意を用いて取り組むこ

と。

市側に要望
した事項

令和４年８月１日（５）



議案名：九州・長崎特定複合観光施設区域整備計画の認定申請に係る同意の件

委員会では全会一致で可決

所属委員：◎市岡博道、○大塚克史、

鶴大地、松尾俊哉、⻆田隆一郎、

永田秀人、山下廣大

湊浩二郎（欠席）

特定複合
観光施設
（IR）特別

［内容］長崎県が設置運営事業予定者と共同して九州・長崎特定複合観光施設区域整備計画を作成

し国土交通大臣へ認定申請することに同意することについて提案するもの。

委員会（質疑）

・ＩＲ区域周辺における渋滞対策も当然必要ですが、渋滞に伴って周辺の生活道路に進入してくる車

両に対し、地元住民の安全安心を担保するための対策として、どのような方法を考えているのです

か。

　また、ギャンブル等依存症対策においては、医療人材の育成に加えて、福祉人材の育成も必要と考

えますが、育成に当たって、どのような取組を行っていくのですか。

市（答弁）

・市外から道路を利用してＩＲに来訪される方は、基本的に高規格道路へ誘導するため、福岡方面か

らの西九州自動車道の暫定２車線区間の早期事業着手などについて国へ要望していくとともに、Ｉ

Ｒの従業員の通勤車両については、従業員の住宅の場所が明らかになっていく中で生活道路の整備

に着手していきます。

　また、ギャンブル等依存症においては、医師による治療に至る前の段階でのサポートが必要と考え

ており、地元高等教育機関との連携によるソーシャルワーカー等が参画する枠組みについて研究を

進めていきます。

長崎県が設置運営事業予定者と共同して
ＩＲ区域整備計画を作成し認定申請することに同意
長崎県が設置運営事業予定者と共同して
ＩＲ区域整備計画を作成し認定申請することに同意

・ＩＲ開業に伴うさらなる渋滞の発生により、周辺住民の生活環境が脅かされること

が懸念されるため、生活道路を含む市道の改良・整備においては、周辺住民の意見

を踏まえ、柔軟に対応していくこと。

・ＩＲの誘致推進に伴って進めてきた、ギャンブル依存症以外のその他の依存症への

対策についても、今後も着実に推進していくため、医療人材及び福祉人材の育成を

はじめとした医療提供体制等の整備に努めること。

市側に要望
した事項

させぼ市議会だより（６）令和４年８月１日

※　所属委員の◎は委員長、○は副委員長　

議案名：１ 市議会の権限に属するものを市長の専決処分とする事項指定の件

２ 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の一部改正の件

○本市が締結する工事又は製造の請負契約のうち、１億 5,000万円以上のものは、契約締結時のほか、契約金額や 

契約期間を変更する際も、議会の議決が必要でした。 

しかし… 変更契約を締結するまでの間、以下のような問題が生じていました。 

  変更契約に時間がかかる ⇒ ○工事進捗が遅れる 

                ○交通規制など、地域住民の方々の日常生活に支障を及ぼす期間が長くなる 等 

この問題を解決するため、変更契約のうち、一部を市長の専決処分とし、議決を不要としました。【改正内容１】 

また、消費税率改定や近年の物価上昇を踏まえ、議決を要する契約金額を引き上げました。【改正内容２】 

【改正内容】

１ 市長が専決処分できる事項に、次の事項に係る「変更契約」を、新たに指定

⑴ 契約金額の変更（変更前の契約金額の10分の１の額以下のものに限る。）

⑵ 契約期間の変更

２ 議会の議決に付すべき工事又は製造の請負契約の予定価格を、「２億円以上」に改める。



議案名：九州・長崎特定複合観光施設区域整備計画の認定申請に係る同意の件

委員会では全会一致で可決

所属委員：◎市岡博道、○大塚克史、

鶴大地、松尾俊哉、⻆田隆一郎、

永田秀人、山下廣大

湊浩二郎（欠席）

特定複合
観光施設
（IR）特別

［内容］長崎県が設置運営事業予定者と共同して九州・長崎特定複合観光施設区域整備計画を作成

し国土交通大臣へ認定申請することに同意することについて提案するもの。

委員会（質疑）

・ＩＲ区域周辺における渋滞対策も当然必要ですが、渋滞に伴って周辺の生活道路に進入してくる車

両に対し、地元住民の安全安心を担保するための対策として、どのような方法を考えているのです

か。

　また、ギャンブル等依存症対策においては、医療人材の育成に加えて、福祉人材の育成も必要と考

えますが、育成に当たって、どのような取組を行っていくのですか。

市（答弁）

・市外から道路を利用してＩＲに来訪される方は、基本的に高規格道路へ誘導するため、福岡方面か

らの西九州自動車道の暫定２車線区間の早期事業着手などについて国へ要望していくとともに、Ｉ

Ｒの従業員の通勤車両については、従業員の住宅の場所が明らかになっていく中で生活道路の整備

に着手していきます。

　また、ギャンブル等依存症においては、医師による治療に至る前の段階でのサポートが必要と考え

ており、地元高等教育機関との連携によるソーシャルワーカー等が参画する枠組みについて研究を

進めていきます。

長崎県が設置運営事業予定者と共同して
ＩＲ区域整備計画を作成し認定申請することに同意
長崎県が設置運営事業予定者と共同して
ＩＲ区域整備計画を作成し認定申請することに同意

・ＩＲ開業に伴うさらなる渋滞の発生により、周辺住民の生活環境が脅かされること

が懸念されるため、生活道路を含む市道の改良・整備においては、周辺住民の意見

を踏まえ、柔軟に対応していくこと。

・ＩＲの誘致推進に伴って進めてきた、ギャンブル依存症以外のその他の依存症への

対策についても、今後も着実に推進していくため、医療人材及び福祉人材の育成を

はじめとした医療提供体制等の整備に努めること。

市側に要望
した事項

させぼ市議会だより（６）令和４年８月１日

※　所属委員の◎は委員長、○は副委員長　

議案名：１ 市議会の権限に属するものを市長の専決処分とする事項指定の件

２ 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の一部改正の件

○本市が締結する工事又は製造の請負契約のうち、１億 5,000万円以上のものは、契約締結時のほか、契約金額や 

契約期間を変更する際も、議会の議決が必要でした。 

しかし… 変更契約を締結するまでの間、以下のような問題が生じていました。 

  変更契約に時間がかかる ⇒ ○工事進捗が遅れる 

                ○交通規制など、地域住民の方々の日常生活に支障を及ぼす期間が長くなる 等 

この問題を解決するため、変更契約のうち、一部を市長の専決処分とし、議決を不要としました。【改正内容１】 

また、消費税率改定や近年の物価上昇を踏まえ、議決を要する契約金額を引き上げました。【改正内容２】 

【改正内容】

１ 市長が専決処分できる事項に、次の事項に係る「変更契約」を、新たに指定

⑴ 契約金額の変更（変更前の契約金額の10分の１の額以下のものに限る。）

⑵ 契約期間の変更

２ 議会の議決に付すべき工事又は製造の請負契約の予定価格を、「２億円以上」に改める。

問　生産に適した利用期を迎えた市有林について、適
正な主伐や再造林に配慮しつつ、分収林を中心に計画
的な主伐を実施し、収入財源確保の点からも効率的な
運用を検討すべきではないかと考えます。市有林の主
伐については、適した区域の集約化や具体的な精査な
どが必要ですが、現在、検討が開始された木質バイオ
マス事業の具体的な計画次第では、間伐や主伐により
伐採された木材のうち、残材や未利用間伐材等の活用
が大いに見込まれることから、民有林に先駆けて、市
有林の主伐が必要な時期となり得ると確信しています
が、市有林における主伐の方向性について伺います。
答　主伐の実施には、木材の市場価格の推移や施業コ

スト、災害発生リスク等を考慮して、時期や場所の見
極めが大事であると認識していますが、今後の主伐に
ついては一定の方向性を見出すことも必要と考えてい
ます。特に、主伐の課題である収益性については、令
和４年度から佐世保市が取り組んでいる佐世保市木質
バイオマス事業可能性検討業務の中で、主伐後の不用
材をバイオマス燃料として活用することが可能であれ
ば、収益性の改善が図られることから、主伐を進めて
いく大きな契機となるものと考えています。今後のバ
イオマス事業の経過を見据えながら、主伐の取組や計
画をより具体化していきます。
その他の質問　▼佐世保市の地域医療体制について

一般質問は、市が当面する諸問題について、質

15人の議員が行いました。質問項目の一部を掲

会ホームページのインターネット中継（録画中

［　　　］内には、質問と答弁時間の合計を記

市有林について
［40分］自民党市民会議　　林　　健二

はやし けんじ

問　長崎県が実施した令和２年度の「ギャンブル等の
問題に対する意識や行動傾向の調査」によると、「過
去１年間にギャンブル等依存症が疑われる者」は人口
の約２％存在するということです。これを踏まえると、
カジノを含む特定複合観光施設（ＩＲ）の動向とは無
関係に対策を進めるべきだと思います。そこで、依存
症に関する佐世保市の取組状況や課題認識、今後の方
向性について伺います。
答　依存症は、アルコールやギャンブルなどの嗜癖（し
へき）行動を繰り返すうちに脳が変化し、自分の意志
では行動をコントロールできなくなる脳の病気ですが、
適切な支援を得ることで回復に向かうことができる病

気でもあります。本市では長崎県とも連携しながら「相
談支援」「普及啓発」「回復支援」に取り組んでいますが、
相談件数が伸びていません。これは、依存症が患者本
人・家族が病的問題として受け入れるまでに時間がか
かることや依存症についての正しい理解が進んでいな
いという背景があるものと推察しています。本市には
専門医療機関がありませんが、長崎県の依存症診療
ネットワーク事業を通じて専門医からの助言を得られ
る体制を整えており、今後とも有効な治療・回復のため、
適切に対応していきます。
その他の質問　▼バスの運行見直しに伴う通学利用者へ
の影響について

依存症対策の強化について
［30分］市民クラブ　　永田　秀人

ながた ひでと

問　市営住宅の大半は、高度経済成長期に建設された
ことから、建て替えによる更新を進められていますが、
一方で、エレベーター未設置の市営住宅に住む高齢の
方からは設置の要望があっています。更新時での設置
では、一定の期間を要するため、長崎県が実施したよ
うに後づけエレベーターを設置できませんか。
　また、今後の施策として、鹿屋市が行った「子育て
支援住宅ＰＦＩ事業」のように、本市でも介護施設や
学童施設などの併設によって、多様で幅広い世帯が安
心して住み続けられるような、福祉や子育ての利便性
の高い複合型の住環境の整備ができませんか。
答　長崎県が設置している後づけエレベーターは、敷 

地の都合で設置が困難な住宅が一定数あり、設置に伴
って入居者の共益費の負担が増加するといった課題が
ありますが、現在、見直し中の市営住宅長寿命化計画
の中で各住宅の特性を踏まえ設置を検討していきます。
　また、複合型の住環境の整備については、本市でも
民間事業者が土地を借り上げ、国の補助金を活用して
施設を整備され、地域の多様な世代の交流促進の場と
なっている事例があり、今後も議員御紹介の事例の研
究を進めるとともに、住生活基本計画の策定と並行し
て、今後の市営住宅の役割を整理しつつ佐世保市に安
心して住み続けられる居住環境の構築を目指します。 
その他の質問　▼地方創生臨時交付金の活用について

市営住宅の在り方について
［40分］公明党　　宮島　武雄

みやじま たけお

させぼ市議会だより

一般質問

令和４年８月１日（７）



させぼ市議会だより（８）令和４年８月１日

問　長引くコロナ禍において、様々な環境の変化によ
るストレスなど、子どもの心への影響が懸念されます
が、不登校が増加していることや、文部科学省の調査
結果から、その影響は特に小学生において顕著に表れ
ています。県が配置し、児童生徒の心のケアに当たる
スクールカウンセラー等について、市も体制の充実に
取り組んでいますが、常勤配置を含めたさらなる充実
を図るため、研究を進め、各方面に粘り強く要望すべ
きではないですか。また、本市でも独自の取組で心の
ケアを行い、一定の効果を上げている小学校があると
のことですが、そのような特色ある取組を全ての市立
小中学校で共有する場を設けることはできませんか。

答　コロナ禍において、ストレスや不安、悩みなどの
相談が増えており、本市においても、感染症を理由と
して登校できなかった児童生徒が一定数いた中で、こ
れまで拡充を図ってきた相談体制が効果的であったと
考えています。スクールカウンセラーの常勤配置につ
いては、県教育委員会においても、児童生徒の心のケ
アに係る役割の重要性に鑑み、国に対し配置充実を要
望していることから、市も連携して取り組んでいきま
す。また、本市の小学校で「黙想指導」として行われ
た取組など、各学校における特色ある取組については、
今後、管理職の研修会や養護教諭、保健主事等の研修
会において情報共有を図っていきたいと考えています。

教育現場における子どもの
心のケアについて ［20分］歩みの会　　宮田　京子

みやた きょうこ

問　スポーツ庁から「学校と地域が協働・融合した形
での地域におけるスポーツ環境の整備」の方針が示さ
れました。中学校の運動部活動を地域に移管し、持続
可能な形態とする理念は理解しますが、環境整備には
様々な課題があると推察されます。教育委員会におけ
るその課題認識と、解決に向けた今後の取組について
伺います。
答　制度移行に伴って発生する課題として、金銭的負
担の問題があります。スポーツ庁は、受益者である保
護者が経費を負担することとなる見通しを示している
ため、保護者の経済状況が生徒の部活動に影響を及ぼ
す可能性があります。また、指導者確保の問題もあり

ます。スポーツ庁は、退職教師やスポーツ推進委員等、
地域のスポーツ指導者の方々を指導者として想定して
いるため、人員確保や様々なニーズに対応する組織づ
くり、運動機会を確保するための拠点施設の整備が求
められます。
　以上の課題に対応するため、市長が招集する総合教
育会議のテーマとして、運動部活動の地域移行を取り
上げ、今後の方向性について協議したいと考えていま
す。あわせて、教育委員会の関係各課で構成するプロ
ジェクトチームを立ち上げ、各種スポーツ団体等と連
携を図りながら地域移行への道筋を検討していきます。
その他の質問　▼子育てしやすいまちづくりについて

中学生の運動部活動について
［40分］ 自民党市民会議　　松尾　裕幸

まつ お ひろゆき

問　香川県では、患者の同意の下、医療機関で受けた
診療情報は、全てセンターサーバーに集められ、その
情報は緊急時や災害時、ワクチン接種の場合など、ど
この医療機関でも見ることができるネットワークを構
築しています。現在、佐世保市が推進している第７次
総合計画におけるＩＣＴの活用、佐世保市ＤＸ戦略の
中で、香川県のように医療分野においても、佐世保市
が長崎県をリードする意気込みで取り組んでいただき
たいと思いますが、市長の所見を伺います。
答　医療分野におけるＤＸ化の必要性については十
分認識していますが、本市独自によるシステム導入よ
りも国や県全体で実施するなど、広域的に進めること

が効率的で、その効果も大きいものと考えます。国の
骨太方針2022において、全国どこでも診療歴等の医療
情報、予防接種や介護情報等が病院・診療所などで閲
覧できるほか、患者自身もマイナポータルを経由して
情報の閲覧が可能になるなど、あらゆる情報が共有で
き、将来的には救急や災害時においても、適切で迅速
な対応が可能となる全国医療情報プラットフォームの
創設が明記されました。本市としましては、国の動き
に合わせ、市医師会や市内医療機関とも連携の上、機
を逸することのないよう、国や県への提案・要望を行
うとともに、医療分野におけるＤＸの戦略的な推進に
ついても、意を用いて積極的に対応していきます。

救急医療体制について
［40分］市民クラブ　　柴山　賢一

しばやま けんいち

問　スポーツを通じ、大会・合宿の誘致、アクティビ
ティの創出等により人的交流を促進し、地域活性化等
を図るために地方自治体やスポーツ協会、民間事業者
等の様々な主体が連携する組織「スポーツコミッショ
ン」に関し、佐世保市における課題や今後の展望も含
め、現在の取組はどのような状況ですか。また、大会
等の誘致には、スポーツ施設の機能向上も不可欠です
が、野球場など、老朽化が進んでいる相浦の総合グラ
ウンドの建て替えに係る検討について、現在の進捗状
況はどのようになっていますか。
答　スポーツによる地域活性化の取組として、県のス
ポーツコミッションに協力し、東京オリンピックの際

には事前キャンプを受け入れましたが、費用負担や競
技団体との調整等、受入れ時期の問題もあり、一定規
模以上のイベントについては、平成23年度以降は実績
がありません。今後の方向性について、現在スポーツ
推進計画を策定中ですが、経済活性化や健康づくり等
にも活用できるよう、スポーツの可能性について検討
していきます。また、総合グラウンドの再整備につい
ては、本市が有する全てのスポーツ施設を対象とした
再編計画の策定を予定し、令和６年度末には全体の整
備方針を定めることを目標としており、必要な機能等
を整理した上で改めて検討したいと考えています。
その他の質問　▼これからの離島振興について

スポーツコミッションについて
［40分］自民党市民会議　　田山　藤丸

やまた ふじまる
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問　長引くコロナ禍において、様々な環境の変化によ
るストレスなど、子どもの心への影響が懸念されます
が、不登校が増加していることや、文部科学省の調査
結果から、その影響は特に小学生において顕著に表れ
ています。県が配置し、児童生徒の心のケアに当たる
スクールカウンセラー等について、市も体制の充実に
取り組んでいますが、常勤配置を含めたさらなる充実
を図るため、研究を進め、各方面に粘り強く要望すべ
きではないですか。また、本市でも独自の取組で心の
ケアを行い、一定の効果を上げている小学校があると
のことですが、そのような特色ある取組を全ての市立
小中学校で共有する場を設けることはできませんか。

答　コロナ禍において、ストレスや不安、悩みなどの
相談が増えており、本市においても、感染症を理由と
して登校できなかった児童生徒が一定数いた中で、こ
れまで拡充を図ってきた相談体制が効果的であったと
考えています。スクールカウンセラーの常勤配置につ
いては、県教育委員会においても、児童生徒の心のケ
アに係る役割の重要性に鑑み、国に対し配置充実を要
望していることから、市も連携して取り組んでいきま
す。また、本市の小学校で「黙想指導」として行われ
た取組など、各学校における特色ある取組については、
今後、管理職の研修会や養護教諭、保健主事等の研修
会において情報共有を図っていきたいと考えています。

教育現場における子どもの
心のケアについて ［20分］歩みの会　　宮田　京子

みやた きょうこ

問　スポーツ庁から「学校と地域が協働・融合した形
での地域におけるスポーツ環境の整備」の方針が示さ
れました。中学校の運動部活動を地域に移管し、持続
可能な形態とする理念は理解しますが、環境整備には
様々な課題があると推察されます。教育委員会におけ
るその課題認識と、解決に向けた今後の取組について
伺います。
答　制度移行に伴って発生する課題として、金銭的負
担の問題があります。スポーツ庁は、受益者である保
護者が経費を負担することとなる見通しを示している
ため、保護者の経済状況が生徒の部活動に影響を及ぼ
す可能性があります。また、指導者確保の問題もあり

ます。スポーツ庁は、退職教師やスポーツ推進委員等、
地域のスポーツ指導者の方々を指導者として想定して
いるため、人員確保や様々なニーズに対応する組織づ
くり、運動機会を確保するための拠点施設の整備が求
められます。
　以上の課題に対応するため、市長が招集する総合教
育会議のテーマとして、運動部活動の地域移行を取り
上げ、今後の方向性について協議したいと考えていま
す。あわせて、教育委員会の関係各課で構成するプロ
ジェクトチームを立ち上げ、各種スポーツ団体等と連
携を図りながら地域移行への道筋を検討していきます。
その他の質問　▼子育てしやすいまちづくりについて

中学生の運動部活動について
［40分］ 自民党市民会議　　松尾　裕幸

まつ お ひろゆき

問　香川県では、患者の同意の下、医療機関で受けた
診療情報は、全てセンターサーバーに集められ、その
情報は緊急時や災害時、ワクチン接種の場合など、ど
この医療機関でも見ることができるネットワークを構
築しています。現在、佐世保市が推進している第７次
総合計画におけるＩＣＴの活用、佐世保市ＤＸ戦略の
中で、香川県のように医療分野においても、佐世保市
が長崎県をリードする意気込みで取り組んでいただき
たいと思いますが、市長の所見を伺います。
答　医療分野におけるＤＸ化の必要性については十
分認識していますが、本市独自によるシステム導入よ
りも国や県全体で実施するなど、広域的に進めること

が効率的で、その効果も大きいものと考えます。国の
骨太方針2022において、全国どこでも診療歴等の医療
情報、予防接種や介護情報等が病院・診療所などで閲
覧できるほか、患者自身もマイナポータルを経由して
情報の閲覧が可能になるなど、あらゆる情報が共有で
き、将来的には救急や災害時においても、適切で迅速
な対応が可能となる全国医療情報プラットフォームの
創設が明記されました。本市としましては、国の動き
に合わせ、市医師会や市内医療機関とも連携の上、機
を逸することのないよう、国や県への提案・要望を行
うとともに、医療分野におけるＤＸの戦略的な推進に
ついても、意を用いて積極的に対応していきます。

救急医療体制について
［40分］市民クラブ　　柴山　賢一

しばやま けんいち

問　スポーツを通じ、大会・合宿の誘致、アクティビ
ティの創出等により人的交流を促進し、地域活性化等
を図るために地方自治体やスポーツ協会、民間事業者
等の様々な主体が連携する組織「スポーツコミッショ
ン」に関し、佐世保市における課題や今後の展望も含
め、現在の取組はどのような状況ですか。また、大会
等の誘致には、スポーツ施設の機能向上も不可欠です
が、野球場など、老朽化が進んでいる相浦の総合グラ
ウンドの建て替えに係る検討について、現在の進捗状
況はどのようになっていますか。
答　スポーツによる地域活性化の取組として、県のス
ポーツコミッションに協力し、東京オリンピックの際

には事前キャンプを受け入れましたが、費用負担や競
技団体との調整等、受入れ時期の問題もあり、一定規
模以上のイベントについては、平成23年度以降は実績
がありません。今後の方向性について、現在スポーツ
推進計画を策定中ですが、経済活性化や健康づくり等
にも活用できるよう、スポーツの可能性について検討
していきます。また、総合グラウンドの再整備につい
ては、本市が有する全てのスポーツ施設を対象とした
再編計画の策定を予定し、令和６年度末には全体の整
備方針を定めることを目標としており、必要な機能等
を整理した上で改めて検討したいと考えています。
その他の質問　▼これからの離島振興について

スポーツコミッションについて
［40分］自民党市民会議　　田山　藤丸

やまた ふじまる
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問　「スマート・スクール・ＳＡＳＥＢＯ構想」が目
指す姿である「個別に最適化された学び」を効果的に
実現するには、１人１台端末によるデータの蓄積と分
析、その活用が重要です。未来へ向けた子どもたちの
よりよい成長のために、今後どう取り組みますか。
答　一人一人の学習状況に応じて、適切な指導や学び
を進めるため、１人１台端末を全ての児童生徒が学校
や家庭で存分に活用する環境を整備し、令和４年度か
ら、国や他自治体等が作成した問題に端末を用いて取
り組むメクビットを全市立学校で導入しています。児
童生徒は、このテスト結果を即座に確認することで、
自分の課題を認識することができ、さらに利用が進む

ことで学習履歴が蓄積され、ビッグデータとして教育
のデータ解析に活用できるようになります。これら学
習データは、小学校入学から中学校卒業までの９年間
を継続的に保存、活用していきます。このデータ分析
等を行う専門職員の配置は今後の研究事案ですが、ま
ずは、パートナー自治体としてGoogle社の知見を活用
していきたいと考えています。令和３年度に本格運用
が開始した１人１台端末の利用率100％へ向け、今後、
利用推進について啓発を図り、全ての児童生徒の個別
最適な学びの実現に向け、最善を尽くしていきます。

「個別最適な学び」の現状について
［40分］自民党市民会議　　鶴　　大地

つる だいち

問　鹿町町では観光振興と防犯灯の機能を兼ねて街
路灯が設置されており、他の合併地域と同様に地元自
治会等での管理とするため、無償譲渡に向けた協議が
行われてきましたが、折り合いがつかず本年度中に撤
去するとのことで、地元では児童生徒の通学時におけ
る不安の声が上がっています。老朽化している街路灯
の撤去費用や街路灯と防犯灯の電気料金の差額が地元
負担となることが譲渡を受けない理由であるため、負
担軽減の方法を検討するとともに、防犯灯の維持のた
め、引き続き地元自治会等と協議できませんか。
答　防犯灯などによって夜間の通行の安全を確保する
ことは、市としても安全安心な市民生活には必要であ

ると認識しており、特に児童生徒の帰宅時の安全につ
いては、地域を挙げての取組が大切です。そのため、
街路灯が一斉に撤去されることは避けるべきであり、
少ない負担で維持ができるように、今後も地元自治会
や商工振興会と協議を重ねていきます。あわせて、現
在の自治会への防犯灯電灯料の補助制度について、自
治会から九州電力への電灯料の支払いを自治体新電力
会社の西九州させぼパワーズ（ＮＳＰ）が行い、市の
補助金はＮＳＰが受け入れることで、支払いや補助申
請等の事務処理の負担を軽減する新たな制度を考えて
いますが、そのような手法も踏まえて、新たな負担軽
減の方法がないか検討していきます。

その他の質問　▼証拠に基づく政策立案（ＥＢＰＭ）の推進
について

その他の質問　▼佐世保市犯罪被害者等支援条例について
▼公共交通政策の在り方について

防犯灯の管理について
［40分］自民党市民会議　　山口　裕二

やまぐち ゆうじ

問　がん治療に伴う脱毛などの副作用をケアするた
め、かつら等の補正用具の助成を行うアピアランスケ
アの必要性について、令和２年３月定例会においても
同趣旨の質問を行い、既に２年以上が経過しています。
その間、全国においては助成制度を有する自治体が増
加し、国からも自治体での対応をお願いしたいとの発
言もあっています。現在、長崎県内で助成制度を創設
している自治体は平戸市をはじめ少数ではありますが、
本市においてもがん治療の患者に寄り添い、助成制度
を創設することについての見解を再度伺います。
答　アピアランスケア助成事業は、がん治療による脱
毛などの外見の変化を補完し、がん患者が尊厳を持っ

て安心して暮らせる社会の構築へのサポートを行うも
のであり、多くの自治体で支援の輪が広がっています。
　前回の質問時においても、がん患者の尊厳を守るた
め大変重要なことであり、大きな助けとなることにつ
いては十分理解している旨を回答していました。
　今後、本市としても、アピアランスケアに対する助
成の意義と重要性を改めて考慮した上で、次年度の予
算編成に向けて、支援の対象をどのようにしていくべ
きかなど、制度の枠組みについて、具体的な検討を進
めていきます。

疾病予防対策について
［40分］公明党　　佐藤　文子

とうさ ふみこ

問　昨今の物価高騰について、頻繁に報道で取り上げ
られていますが、保護者の方からは、給食費の値上げ
や、おかずの内容への影響を気にする声があります。
物価はまだ下がらないと考えますが、厳しい状況が続
くなら、給食費の値上げなど、何らかの影響が出るの
ではないですか。そこで、これらの影響を想定したと
きに、どのような対応を取っていくのかお尋ねします。
答　昨今の物価高騰の影響ですが、特に、青果物に関
しては、今後の価格上昇が考えられ、また、年間契約
の食材についても、価格決定後の物価高騰が続いてお
り、生産コストが増加し、現在の価格で供給すること
が難しくなる事態も想定されます。学校給食の実施に

おいて、食材費は受益者である保護者が負担すること
が原則とはなっていますが、今回の想定を超える物価
高騰による保護者の負担増を考えると、年度途中に給
食単価を増額改定することはできないと考えています。
国においても、物価高騰に伴う学校給食費に関する負
担軽減のために、新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金を活用することも可能とされています
ので、物価動向等の現況を精査し、現在の給食費でど
うしても対応が難しい状況が想定される場合には、同
交付金の活用も含め、公費において食材費などの不足
分を負担することを早急に検討したいと考えています。
その他の質問　▼市内のコミュニティについて
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さきやま のぶゆき



短期間講座を開催するとともに、事業所等についても
希望に応じた出前講座を積極的に行うなど、手話に親
しみ学ぶ機会の拡充を推進し、手話のより一層の浸透
を図っていきます。
　また、教育委員会においても、早い段階から子ども
たちの手話への理解につながる機会の充実を図ること
は重要であると認識しています。今後とも校長研修会
等を通じて、学校における聴覚障がい者をはじめとし
た障がいのある方々との共生を含む障がい理解や、イ
ンクルーシブ教育の重要性について改めて周知し、共
生社会の担い手としての資質の育成に努めていきます。

させぼ市議会だより（１０）令和４年８月１日

問　本市は、給水開始115周年になります。この機会
に記念事業を行い、渇水の歴史を広く市民・県民へ広
報し、同時に石木ダムの必要性に共感していただく努
力をすべきと考えます。平成６年の大渇水では、最大
で48時間連続断水、２日間で５時間しか水が出ない給
水制限に見舞われました。石木ダム建設予定地の移転
していただいた８割以上の方々の御同意に感謝し、ダ
ム建設の早期着工を目指すことが何より大切であると
広く広報すべきと考えますが、市の見解を伺います。
答　本市は常に渇水のリスクを抱えた状態であり、市
民の皆様に実情を伝え、石木ダム建設に関して、御協
力をいただくことは何より重要なことと考えています。

100周年のイベントなど、過去に行った取組の趣旨は、
「平成６年の大渇水を二度と繰り返したくない」との
啓発活動を通じて、川棚町の住民の方々に思いを伝え
たいというものでした。現在、最高裁判所の判断も示
され、石木ダムの必要性が確定した段階にあると認識
しており、従来の目的に加え、「本当に水が足りていな
いのか」という事柄に関して、市民の皆様に説明して
いきたいと考えています。広報紙や説明会だけでなく、
長崎県や川棚町とも連携し、広く発信していくことも
検討したいと考えています。

佐世保市の水道給水開始115周年
記念事業について ［40分］自民党市民会議　　⻆田　隆一郎

だすみ りゅういちろう

問　本市の日野地区には、約9,000人の住民が生活し
ているにもかかわらず、地区の中に、生涯学習やスポ
ーツ等の活動ができる公共施設がありません。平成30
年度に、現在の相浦地区コミュニティセンターの供用
が開始されましたが、日野地区からは距離が離れてい
るため、利用者が少ない状況です。子どもたちを地域
で育てるためには、身近なところで生涯学習等が行え
る施設が必要であり、屋内体育施設があれば、スポー
ツのほか書道教室等の文化活動にも利用でき、子ども
から高齢者まで世代を超えた交流の場の創出にもつな
がります。そこで、日野地区への公共施設の新設の方
向性について、市の見解を伺います。

答　日野地区における公立公民館の整備については、
平成23年度の市政懇談会において、43ヶ町を相浦地
区として総合庁舎の新設要望があり、相浦・日野の両
地区を包含する形で、現在の相浦地区コミュニティセ
ンターを建設しています。センターには屋内体育室も
整備しているため、日野地区へのコミュニティセンタ
ーや体育施設の新設は難しいものと考えています。ま
た、移動手段として、センター利用に特化したコミュ
ニティバスの導入は困難ですが、交通不便地区対策で
は、コミュニティ拠点施設を経由するルート設定も勘
案しながら、真摯に取り組んでいきたいと思います。

その他の質問　▼水道局庁舎の安全性と今後の対策につい
て

その他の質問　▼メタバース（仮想空間）・ＮＦＴ（非代替
性トークン）の活用について

公共施設が一つもない日野地区への
行政の考え方について ［40分］市民クラブ　　小野原　茂

お のはら しげる

問　佐世保市手話言語条例が施行されてから４年を迎
えますが、条例制定後の取組とその評価、さらには、
そこから見えてきた課題や今後の展開、及び義務教育
段階での手話の理解につながる取組について伺います。
答　各種施策の取組により聴覚障がい者への支援を
はじめ、手話が言語であるという市民の方々の認知向
上や手話に対する理解促進に一定の効果が上がってい
るものと考えています。
　一方、手話のさらなる浸透という課題については、
講座の申込み要件や開催日程等から特に若年層や手話
に触れる場面の多い事業者等にとって参加しづらい状
況も一部見受けられるため、夏休み期間等を利用して

聴覚障がい者福祉について
［40分］自民党市民会議　　永安　健次

ながやす けんじ

問　安全で安心できるまちづくりの観点から、２点お
尋ねします。まず、昨年11月に早岐３丁目で発生した
建物火災で、同地区管轄の消防分団に出動指令が出て
いないのはなぜですか。次に、新たに10月から開始さ
れる防犯灯維持管理支援事業について、町内会や実際
に交換作業を行う佐世保電気工事業協同組合の組合員
の方、これまで町内会の防犯灯管理を請け負われてい
た街の電気屋さん等から心配の声が上がっています。
本事業はメリットも多くぜひ進めてほしいと考えます
が、これらの声に対し、どう対応していくのですか。
答　消防の出動体制は、火災発生場所に最短時間で到
着できる分団を選別する直近方式を採用していますが、

同地区のほか一部地域も、管轄分団を選定しないと判
明したため、現在は見直しを行っています。次に、防
犯灯事業ですが、組合員でない事業者から、これまで
の仕事を失う心配や、町内会から「お世話になった業
者に引き続き頼めないのか」等の質問がありました。
更新計画は西九州させぼパワーズが立て、組合が作業
の割り振り等を行いますが、組合だけで年間2,000灯
程の対応は困難で、組合員以外でも事業に参加する方
法を検討中と伺っています。市としても要望された町
内会等へ個別説明も行い理解が進むよう努めます。

その他の質問　▼自治会組織の位置づけについて

その他の質問　▼水源不足の現状と情報発信について

安全で安心できるまちづくりについて
［30分］市民クラブ　　久野　秀敏

のひさ ひでとし
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　議員の市政に関する調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として、議員１人当たり月額５万円を政

務活動費として会派に交付しています。

　令和３年度分について、収支報告書（領収書等の関係書類含む）が議長に提出されましたので、その収支及び内訳

について以下のとおりお知らせします。

令和３年度 政務活動費収支報告一覧

政務活動費総額

交 　 付 　 額

支 　 出 　 額

調 査 研 究 費

研 　 修 　 費

広 　 報 　 費

広 　 聴 　 費

要 請・陳 情 活 動 費

資 料 購 入 費

事 　 務 　 費

残 　 額 （ 返  還  額 ）

18,950,000

11,784,109

397,194

79,760

5,747,630

2,240

86,045

648,974

4,822,266

7,165,891

自民党市民会議

10,650,000

5,984,323

48,670

1,000

3,545,813

2,240

82,665

323,853

1,980,082

4,665,677

市 民 ク ラ ブ

4,200,000

3,244,632

348,524

66,880

1,149,376

0

3,380

208,909

1,467,563

955,368

公　　明　　党

2,400,000

1,492,160

0

0

703,428

0

0

48,100

740,632

907,840

（単位：円）

令和４年８月１日（１１）

支

　
出

　
内

　
訳

日 本 共 産 党

交 　 付 　 額

支 　 出 　 額

調 査 研 究 費

研 　 修 　 費

広 　 報 　 費

広 　 聴 　 費

要 請・陳 情 活 動 費

資 料 購 入 費

事 　 務 　 費

残 　 額 （ 返  還  額 ）

600,000

317,184

0

0

0

0

0

68,112

249,072

282,816

歩　み　の　会

600,000

280,747

0

0

178,304

0

0

0

102,443

319,253

市 　 政 　 会

500,000

465,063

0

11,880

170,709

0

0

0

282,474

34,937

支

　
出

　
内

　
訳

令和４年４月臨時会において、下記特別委員会の名称及び設置目的を変更しましたので、お知らせします。

なお、特別委員会委員の構成に変更はありません。

基地政策特別委員会 （旧：基地対策特別委員会）

設置目的 ① 基地政策方針の推進

② 自衛隊基地及び米軍基地に関すること

③ その他基地に関すること

議会からのお知らせ

※いずれの会派におい

ても支出のなかった支出

内訳（会議費・資料作成

費・人件費）については、

表示していません。 

なお、収支報告の詳

細等については、佐世保

市議会ホームページに

も掲載しています。 

スマホ・タブレット用 
QR コード 

（収支報告のページに 

ジャンプします） 
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９月定例会の開会は、９月初旬の予定です

（１２）令和４年８月１日

６月定例会では、人事に関する案件２件が提出され、議会としては同意しました。 

○佐世保市農業委員会委員任命の件 北村 憲治 氏  

○佐世保市固定資産評価審査委員会委員選任の件 田渕 俊一 氏 

人事案件

令和４年９月定例会で取り扱う請願・陳情の提出期限は、８月 25 日（木）午後５時 15 分までを予定しています。

提出予定の方は、お早めに議会事務局にお問合せください。

請願・陳情についてのお知らせ

陳 情
６月定例会には、陳情６件が提出され、議会運営委員会にて取扱いを協議の上、所管の委員会に送付しました。

【総務委員会に送付】

・国民の祝日「海の日」を７月 20 日に固定化する意見書の提出を求める陳情 

・「佐世保市長様と佐世保市議会議員様たちは、一本化した西肥バスの本数が、市民の為に、給付金を支給した

結果、不便さがないかを監視する重大な責任があること」を陳情します。 

【都市整備委員会に送付】

・朝長市長と、土木部管理課の不正についての陳情 

【都市整備委員会・文教厚生委員会に送付】

・「十郎新町から東浜町に通じる新しい道路の学童通学道路に、縁石歩道の整備とガードレールやフェンスの設

置と制限速度 30ｋの道路標識の設置等を陳情します。」 

【企業経済委員会・石木ダム建設促進特別委員会に送付】

・「佐世保市の人口減少と少子化で、佐世保市学校再編をしなければならないのに、石木ダム建設は、中止すべ

きです。市民に多額の水道料金を科すべきではないこと」を陳情します。 

【基地政策特別委員会に送付】

・沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を求める意見書の提出を求める陳情 

※３月定例会の終了後、６月定例会開会までの常任委員会等の活動を掲載しています。 

▼３月
24 日 文教厚生委員会協議会［学校再編推進事業の進捗及び今後の計画について/児童生徒用１人１台端末内部への異物混入

について］ 

31 日 総務委員会協議会［佐世保市交通船事業の経営戦略について/佐世保市総合計画（基本構想）の変更について］

▼４月

１日 基地対策特別委員会［基地対策特別委員会の名称及び設置目的の変更について］ 

12 日 議会運営委員会［４月臨時会について/その他］ 

21 日 都市整備委員会協議会［議会の議決に付すべき工事請負契約内容の見直しについて/エコスパ佐世保営業再開について/さ

せぼエコステーション（仮称）事業者決定について］

28 日 議会運営委員会［国・県要望活動の日程について/「市議会の権限に属するものを市長の専決処分とする事項指定の件」に係

る事項の指定等について］

▼５月
９日 議会運営委員会［「市議会の権限に属するものを市長の専決処分とする事項指定の件」に係る事項の指定等について］ 

12 日 文教厚生委員会協議会［｢住居確保給付金｣支給額算定誤りによる誤支給(過払い)について］ 

16 日 議会運営委員会［「市議会の権限に属するものを市長の専決処分とする事項指定の件」に係る事項の指定等について］ 

23 日 議会運営委員会［５月臨時会について/その他］ 

▼６月
１日 文教厚生委員会［請願第22号子どものために「新型コロナ関連に伴う全ての差別、誹謗中傷を防ぐ施策」の推進及び、「マスク

の強制や同調圧力の無い、真に子どもの健康や明るい未来を考える施策」の推進にかかる請願（継続審査事件）］ 

７日 議会運営委員会［６月定例会の付議事件並びに会期日程等について/その他］ 


